
          「コロサイの信徒への手紙」          2026 年 03月 12日 

神の御心によってキリスト・イエスの使徒とされたパウロと兄弟テモテから、コロサイ

にいる聖なる者たち、キリストにある忠実なきょうだいたちへ。私たちの父なる神から、

恵みと平和があなたがたにありますように。私たちは、いつもあなたがたのために祈り、

私たちの主イエス・キリストの父なる神に感謝しています。キリスト・イエスにあるあな

たがたの信仰と、すべての聖なる者たちに対してあなたがたが抱いている愛について、聞

いたからです。その愛は、あなたがたのために天に蓄えられている希望に基づくものであ

り、あなたがたはすでにこの希望を、福音という真理の言葉を通して聞きました。あなた

がたにもたらされたこの福音は、世界中至るところでそうであるように、あなたがたの間

でも、神の恵みを聞いて真に理解した日から、実を結んで成長しています。あなたがたは、

この福音を、私たちと同じ僕である愛するエパフラスから学びました。彼は、私たちのた

めにキリストに忠実に仕える者であり、あなたがたが霊によって抱いている愛を、私たち

に知らせてくれた人でもあります。（コロサイ 1 ：１～ 8 ） 

 

コロサイは、当時「小アジア（現トルコ ）」 と言われた首都エフェソから 200 ㎞ほど、

東の内陸部にある町である。パウロは、エフェソに 3 年間滞在して宣教活動を続けた。そ

の間、近隣の町々に弟子たちを遣わし、宣教活動を力強く展開した。コロサイ教会は、パ

ウロの弟子のエパフラスによってキリストの福音が宣べ伝えられ、建てられた教会であっ

た。パウロは紀元60年頃、ローマで殉教したと伝えられている。コロサイは、紀元60－ 61

年に大地震に襲われ、壊滅的な被害を受けた。コロサイ書には、その地震については触れ

られていないので、大地震の前に書かれたものと思われる。すると、パウロの死後、すぐ

に書かれた手紙で、パウロの信仰を受け継いだ弟子の一人が「パウロとテモテ」の名を借

りて書いた偽名書簡である。著者は「私たちの父なる神から、恵みと平和があなたがたに

ありますように」という祈りから書き始めている。そして、「私たちは、いつもあなたが

たのために祈り、私たちの主イエス・キリストの父なる神に感謝しています」と、感謝を

伝えている。それは、イエス・キリストに対する篤い信仰と、信仰を同じくする聖なる者

たちに対して抱いている熱い愛に生きていると聞いたからであると言う。キリストへの信

仰は隣人への愛を生み出していくが、それは、天に蓄えられている希望に基づくもので、

この希望を福音という真理の言葉を通して聞いた。神がイエス・キリストにおいて私たち

を無条件に無限に愛しているという福音の真理を聞いた者は、キリストを信じて、隣人を

自分のように愛する者に変えられていく。神の恵みを悟り、愛において共にある希望の福

音は、世界中至るところで展開されて、成長している。著者は、今や、コロサイ教会の信

徒たちも福音を聞き、信仰が実を結び、着実に成長していると喜び、感謝している。   

聖霊降臨によってエルサレム教会が誕生して、30年ほどしか経っていない、小さな新興

の宗教団体であったにもかかわらず、今や、世界を視野に入れた宣教を見据えている。福

音に対する確信が言わせた言葉であろうが、彼らの宣教の熱意に圧倒される。この福音は、

キリストに忠実に仕える僕である愛するエパフラスがあなたがたの霊によって抱いている

愛を知らせてくれた。エパフラスはパウロと共に投獄を経験した人物（フィレモン23節）

で、初めて福音を伝えてくれた彼に対する敬意を忘れないように諭している。コロサイ書

も、信仰を分かち合うために、近隣の教会で回覧して読むように指定されている。 

 


